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　歯科衛生士が読者対象の分野に「経

過」をキーワードとした本が出てきた

ことは画期的なことだ．「そりゃぁ，

このメンバーが揃えば，できるでしょ

う…」というのも正直な感想．編者に

よる執筆者の人選はすばらしい…．

　本書からは「病態の変化」もさるこ

とながら，「患者さんとの関わり」を

評価していくには「時間」という軸が

必要であることへの思いが一貫して読

み取れる．経験の浅い歯科医師や歯科

衛生士には「時間」という要素が欠如

しているわけであるから，“変化”は

このような先達の症例経過を見ること

によってしか知り得ない．その意味

で，ここに掲載されている 10 人のベ

テラン歯科衛生士の長期経過した症例

報告は何物にも代え難いものである

し，それをするのは臨床経験が長いも

ののあるべき姿だと考える．

　私自身，歯科医師として本書に学ぶ

べき点が多々あった．“歯周病という

病気”“それに罹患している人”への

対応の仕方に関する多くのヒントがち

りばめられているが，症例報告の見事

さにだけ目を向けるのではなく，その

裏に隠れた歯科衛生士としての「人

柄」，さらにその背後にある院長の診

療姿勢やサポートにまで思いをめぐら

せてほしい．

　ここで，一つだけ違和感があった点

を述べさせていただく．

　本書に症例を載せている歯科衛生士

の方々は，同じ診療体系の中に長くい

て，一人の患者さんを長期にわたって

拝見してきた＆できた方々が大半のよ

うである．著者の一人である山岸貴美

恵氏のまとめにあるように，「患者さ

んにとって一番よい歯科衛生士とは，

一つの医院に長く勤務し自分を知って

いてくれる人…」．確かに，そのとお

りである．

　しかし，いつもそう思うようにはい

かないものである．だから院長として

私は，「歯科衛生士が退職し担当が変

わっても患者さんが安心して通える歯

科医院」を作り上げることを目指して

きた．歯科衛生士には「ずっといてほ

しい」とは思ってはいるものの，「ずっ

といてくれるもの…」と思わないこと

にしている．本書で症例発表されてい

るような歯科衛生士さんと仕事ができ

たらいいだろうな…と誰しも思うこと

であろう．しかし，今まで私の診療室

に勤務してくれた歯科衛生士達はそこ

まで「優秀」な人材ばかりではなかっ

た．それでも，普通の歯科衛生士でも

「患者さんの健康維持に役立つだけの

能力」を持っている．そうでなければ

当院に通ってくる患者さんは不幸であ

る．

　本書の中で何人もの方が言及してい

るように，このように長く経過観察で

きるのは「医院の総合力」の賜物だ．

さらにいえば，院長の能力が反映され

る．歯科衛生士が変わっても，患者さ

んへのサービスの質が変わらないシス

テムの構築は，「長期メインテナンス」

には欠かせないもの．欲を言えばその

点に触れてほしかった…．

　本書は歯科衛生士の方はもとより，

若い歯科医師には必読の書である．
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